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令和7年 2月 1日
12月市議会

名鉄学園杜若高等学校の生徒５名と議会だよ
り編集委員会の委員５名がとよた市議会だよりの読
みやすさ向上等について意見交換を行いまし

た。詳しくは、トップインフォメーショ
ンをご覧ください。

トピックス 12月

定例会号

12

豊田市議会は、古紙配合
率70％の再生紙と植物油
インキを採用しています。古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】
豊田市議会局

〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで
『市議会だより』のバックナンバーや
会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★
インターネット録画放送 http://toyota-shigikai.jp/

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわり12サブチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

http://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、
　携帯端末等でのご視聴はWi-Fi環境を
　おすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等からも
閲覧いただけます。

市議会の予定

※この冊子は、折込み「12月市議会定例会号」です。

ご意見・ご感想

3月市議会定例会は2月21日（金）開会予定です
■請願・陳情の提出期限／3月定例会で審査を希望される場合は、2月12日（水）午後５時までにご提出ください。

　１０月～１１月に、3つの常任委員会が市内の団体に対し、市議会の活動報告と関係テーマの下、意見交
換会を行いました。各団体の思いや意見を確認させていただき、今後の議会活動や市のまちづくりに生か
していきます。

市議会報告会・意見交換会を開催しました。

企画総務委員会

●開催日：10月２9日
●意見交換団体：愛知県行政書士会 豊田支部

テーマ
行政書士の活動と課題解決に向けて

産業建設委員会

●開催日：11月11日
●意見交換団体：卸売市場 場内業者

テーマ
公設卸売市場の施設更新について

環境福祉委員会

●開催日：11月13日
●意見交換団体：豊田地域医療センター

テーマ
地域リハイノベーションセンターの果たす役割

■トップインフォメーション
　　　　　　　杜若高等学校の生徒と意見交換会を開催しました︕︕　
■議案説明　条例の制定など
■議案審議結果・討論
■常任委員会　付託案件を審査
■一般質問　市政を問う︕20人の議員が質問
■トピックス　市議会報告会・意見交換会を開催しました
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名鉄学園杜若高等学校の生徒と
意見交換会を開催！！

令和6年
定例会号とよた市議会だより



トップインフォメーション 12月令和6年
定例会号とよた市議会だより

　昨年の11月８日に「より読みやすく、市民ニーズに応えた」誌面として、とよた市議会だよりのフルリニュー
アルに向けて、若者の意見を取り入れるため、議会だより編集委員会のメンバーが杜若高等学校の生徒の
みなさんと意見交換を初めて行いました。議会だよりへのイメージや内容に関する感想や意見のほか、議員
や議会へのイメージについてもお話を伺いま
した。
　また、豊田市で学校生活を過ごす中で、生徒
のみなさんが感じていることについても意見
を伺いました。「子どもたちが外で遊ぶことの
できる大きな公園を設置してはどうか」や「鞍ケ
池公園にほかの種類の動物を飼育してはどう
か」など様々な視点から高校生の意見を聞くこ
とができました。
　今回、ご協力いただきました杜若高等学校の
生徒・関係者の皆様、ありがとうございました。

議会だより編集委員との集合写真 意見交換の様子②

意見交換の様子①

鞍ケ池公園に
パンダがいたら嬉しい！

子どもたちが外で
遊ぶことのできる大きな
公園を設置しては？

議会だよりを読み、豊田市を考える！

条例の制定、補正予算など51議案を議決
中央公園第２期整備に向けて財産を取得

【議案第140号】 財産の取得（中央公園スポーツパーク人工芝グラウンド等）
１　目的
中央公園第２期整備事業の推進に向け、公募にて選定
された民間事業者が整備する公園施設を取得する。

２　概要等
取得する財産 　　種　別　　人工芝グラウンド等
数　　　　量　　人工芝グラウンド　２面
　　　　　　　　芝生広場　　　　　一式
　　　　　　　　トイレ　　　　　　１棟
　　　　　　　　その他公園施設　　一式
所 　 在 　 地 　　豊田市広川町三丁目１６番地１　ほか
取 得 価 格 　 ９４９，９６０，０００円
相 　 手 　 方 　　豊田スタジアムグループ
※引渡予定日　　令和８年９月１日

現状の写真

整備イメージ

基本構想を策定
【議案第160号】 基本構想の策定

　社会環境の変化に適応し、総合的かつ計画的な市政運営を行うた
め、新たな基本構想を策定します。
　構想では、本市が目指す「将来像」を「つながる　つくる　暮らし楽
しむまち・とよた」とし「『つながり』による、多様な価値や可能性を創
出するまち」や「『チェンジ（変化）』と『チャレンジ（挑戦）』によって、
しなやかに変化し続けるまち」という姿を掲げています。
　将来像のほか、将来像の実現に向けた、市民・行政の行動規範とな
るまちづくりの基本的な考え方や目指すべき将来都市構造の基本
的な考え方を示しています。 豊田市次期総合計画中間報告会の様子

（令和６年６月１５日開催）

　豊田市が平成19年に愛知県で初めて制定した「豊田市子ども条
例」では、「豊田市子ども総合計画」を作ることを規定しており、第３
次子ども総合計画の計画期間が令和６年度で終了することに伴い、
新しい計画を策定します。
　本計画は、基本理念を「こどもたちの笑顔があふれるまち　とよ
た」とし、基本理念を実現するための基本方針を「こどもの権利を大
切にする」「子育てを支える」としています。また、市の課題や社会動
向を踏まえ、計画期間において重点的に取り組む施策として、「こど
もの権利」「こどもの居場所」「子育て支援デジタル化」の３つを「重点
プロジェクト」として設定します。本計画を推進することで、本市の
こどもにやさしいまちづくりをより一層進めていきます。

こどもワークショップでこどもが「豊田市の
目指すまちの姿」を発表している様子

子ども総合計画を策定
【議案第161号】 豊田市子ども総合計画の策定

　本計画の特徴は、こども・若者から意見を聴き、反映してい
る点です。こども・若者、子育て世代を含む市民へのアンケ
ート調査や３回のこどもワークショップを通してこども・若者
の意見を聴き、計画の内容に取り入れ、さらに反映内容をこ
ども・若者にフィードバックしました。

議案説明 12月令和6年
定例会号とよた市議会だより

杜若高等学校の生徒と
意見交換会を開催しました！！

人手不足を
解消するために
ロボットの活用を！
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※発言順に記載

　12月市議会定例会の最終日に
各委員会審査の委員長報告を受
けて、各会派等の議員が賛成、
反対の意見を述べ、賛同を求め
ました。

討 論

根 本 美 春 諸 派 浅 井 保 孝 自民クラブ

山 本 義 勝 市民フォーラム

令和6年度豊田市一般会計補正
予算は市民生活への対応を優先
すべきであり、反対。
　議案第128号：反対。こども園・学校
の給食材料費の物価高騰に伴う増額補
正など必要な補正はあるが、議員の期
末手当及び特別職の期末手当の増額に
は、市民の理解は得られない。法人市民
税について、財政調整基金への80億円
の積立ては備えのためだが、法人市民
税の税収増による影響で、固定資産税
が減額されるのは令和８年度を見込
む。財政調整基金は取崩しを行っても
逼迫する状況は見られず、物価高騰で
市民が暮らしに窮する今こそ、早急な対
応を講じるべきと考え、反対。

令和6年度豊田市一般会計補正
予算歳出は地域振興費の活用が
期待できることから、賛成。
　議案第128号：賛成。補正予算での
100億円の基金についての質疑で、こ
の基金は地域の課題にきめ細やかに対
応し、魅力ある地域づくりに向けた取
組を推進するための財源。地域のまち
づくりを推進する事業などに活用する
と答弁があった。定住促進、観光振興、
文化振興、産業振興等や、生活道路、交
通安全対策、団体支援などが想定され
るが、支所体制の強化が図られ、その財
源が各支所にも活用されるとともに、そ
れぞれの施策がスピード感を持って取
り組まれることを期待して、賛成。

成長投資促進条例は
自動車産業の発展と雇用創出に
つながるものとして、賛成。
　議案第111号：賛成。企業立地奨励制
度で定める重点産業分野の考え方を踏
襲、成長性という観点を追加した奨励
制度を創設し、成長産業の誘致を確
認。将来自動車のＥＶシフトや自動運転
の実用化が予想される中、ソフトウエア
や車載電池など、著しい需要が見込め
る企業の立地が促進、産業の発展と持
続的な雇用創出につながる。本市には
自動車の内燃基幹部品を製造する企業
が多く立地。企業が自動車産業の大変
革に対応できる支援についても充実し
ていくことを期待して、賛成。

榎屋小百合 公 明 党
子ども総合計画の策定で
こどもにやさしいまちづくりが
推進することから、賛成。
　議案第161号：賛成。計画策定によ
り、社会環境の変化に適応したこども
にやさしいまちづくりが推進。策定過程
で、こども・若者の意見が反映されてい
ることを評価、新たに作成する豊田市こ
ども・若者レポートにより毎年度進捗
を管理、環境の変化に柔軟に対応でき
る点も評価。新たな仕組みとして、ユニ
セフのこどもにやさしいまちづくりに関
する世界基準をもとに、日本ユニセフ協
会ＣＦＣＩ委員会の第三者評価を受け
る。本市のこどもまんなか社会の構築
が進むことを評価し、賛成。

岡 田 耕 一 新しい 風
都市公園条例の一部改正条例は
中央公園スポーツパークへの
取組を評価し、賛成。
　議案第124号：賛成。中央公園スポー
ツパークでは必要な音響設備や照明は
設置するものの、過度な仕様にはしな
いこと。競技中の声や応援などは、近隣
住宅地との距離を考慮し、影響が出な
いよう運用すること。球技以外のスポー
ツ利用は人工芝に影響のない範囲で利
用できること。芝生広場は、誰でも気軽
に立ち寄れる利用を想定していること。
選手の身体への負担を軽減するため、
ロングパイル人工芝を採用すること。以
上の点を評価し、賛成。
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令和6年
定例会号とよた市議会だより議案審議結果・討論 12月令和6年

定例会号とよた市議会だより議案審議結果 12月

※議案名など一部省略して記載しています

12月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

◆議　案
成長投資促進条例
事務分掌条例の一部改正条例
市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正条例
市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正条例
市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正条例
市特別職職員の給与を定める条例の一部改正条例
市職員給与条例の一部改正条例
市手数料条例の一部改正条例
市立学校設置条例の一部改正条例　※特別多数議決のため議長も採決に参加
交流館条例の一部改正条例
古瀬間聖苑条例の一部改正条例
市立保育所条例の一部改正条例
心身障害者扶助料支給条例の一部改正条例
都市公園条例の一部改正条例
都市公園使用料及び利用料金条例の一部改正条例
公共下水道条例の一部改正条例
汚水処理施設条例の一部改正条例
令和６年度一般会計補正予算
　　〃　　国民健康保険特別会計補正予算
　　〃　　都市計画事業土地区画整理特別会計補正予算
　　〃　　分譲住宅建設事業特別会計補正予算
　　〃　　卸売市場特別会計補正予算
　　〃　　介護保険事業特別会計補正予算
　　〃　　後期高齢者医療特別会計補正予算
　　〃　　産業用地造成事業特別会計補正予算
工事請負契約の締結（土橋土地区画整理事業道路築造工事）
　　　 　〃　　　　（花園土地区画整理事業道路築造工事（その３））
　　　 　〃　　　　（市道豊田西部２号線道路新設工事）
工事請負契約の変更（中央公園第２期整備事業基盤造成工事）
財産の取得（中央公園スポーツパーク人工芝グラウンド等）
　　 〃　　（学校図書館用コンピュータシステム機器）
　　 〃　　（市立九久平小学校ほか４校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立石野中学校ほか４校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立岩倉小学校ほか９校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立加納小学校ほか１４校体育館空調設備）
　　 〃　　（市立大畑小学校ほか１１校体育館・武道場空調設備）
指定管理者の指定（中央図書館）
　　　  〃  　　　（西部体育館及び逢妻運動広場）
　　　  〃  　　　（松平体育館ほか２施設）
　　　  〃  　　　（足助プール）
　　　  〃  　　　（里山くらし体験館）
　　　  〃  　　　（温浴施設じゅわじゅわ）
　　　  〃  　　　（交通安全学習センター）
　　　  〃  　　　（田町活性化施設）
　　　  〃  　　　（高等職業訓練校）
　　　  〃  　　　（井上公園（水泳場を除く。））
　　　  〃  　　　（井上公園水泳場）
　　　  〃  　　　（中央公園スポーツパーク）
　　　  〃  　　　（市営住宅青木住宅ほか２６施設）
基本構想の策定
子ども総合計画の策定
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◆同　意

人権擁護委員の推薦第10号 3 04 09 027 0

不採択
◆請　願

ノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いである、日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准を求める意見書提出を求める請願書第2号 3 00 40 90 27

同 意

12月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

◆議員提出意見書
刑事訴訟法における再審に関する規定の改正を求める意見書（案）第2号

◆報　告
専決処分の報告第10号

◆陳　情
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書第8号

1 0原案可決 3 04 09 027 0



※発言順に記載

　12月市議会定例会の最終日に
各委員会審査の委員長報告を受
けて、各会派等の議員が賛成、
反対の意見を述べ、賛同を求め
ました。

討 論

根 本 美 春 諸 派 浅 井 保 孝 自民クラブ

山 本 義 勝 市民フォーラム

令和6年度豊田市一般会計補正
予算は市民生活への対応を優先
すべきであり、反対。
　議案第128号：反対。こども園・学校
の給食材料費の物価高騰に伴う増額補
正など必要な補正はあるが、議員の期
末手当及び特別職の期末手当の増額に
は、市民の理解は得られない。法人市民
税について、財政調整基金への80億円
の積立ては備えのためだが、法人市民
税の税収増による影響で、固定資産税
が減額されるのは令和８年度を見込
む。財政調整基金は取崩しを行っても
逼迫する状況は見られず、物価高騰で
市民が暮らしに窮する今こそ、早急な対
応を講じるべきと考え、反対。

令和6年度豊田市一般会計補正
予算歳出は地域振興費の活用が
期待できることから、賛成。
　議案第128号：賛成。補正予算での
100億円の基金についての質疑で、こ
の基金は地域の課題にきめ細やかに対
応し、魅力ある地域づくりに向けた取
組を推進するための財源。地域のまち
づくりを推進する事業などに活用する
と答弁があった。定住促進、観光振興、
文化振興、産業振興等や、生活道路、交
通安全対策、団体支援などが想定され
るが、支所体制の強化が図られ、その財
源が各支所にも活用されるとともに、そ
れぞれの施策がスピード感を持って取
り組まれることを期待して、賛成。

成長投資促進条例は
自動車産業の発展と雇用創出に
つながるものとして、賛成。
　議案第111号：賛成。企業立地奨励制
度で定める重点産業分野の考え方を踏
襲、成長性という観点を追加した奨励
制度を創設し、成長産業の誘致を確
認。将来自動車のＥＶシフトや自動運転
の実用化が予想される中、ソフトウエア
や車載電池など、著しい需要が見込め
る企業の立地が促進、産業の発展と持
続的な雇用創出につながる。本市には
自動車の内燃基幹部品を製造する企業
が多く立地。企業が自動車産業の大変
革に対応できる支援についても充実し
ていくことを期待して、賛成。

榎屋小百合 公 明 党
子ども総合計画の策定で
こどもにやさしいまちづくりが
推進することから、賛成。
　議案第161号：賛成。計画策定によ
り、社会環境の変化に適応したこども
にやさしいまちづくりが推進。策定過程
で、こども・若者の意見が反映されてい
ることを評価、新たに作成する豊田市こ
ども・若者レポートにより毎年度進捗
を管理、環境の変化に柔軟に対応でき
る点も評価。新たな仕組みとして、ユニ
セフのこどもにやさしいまちづくりに関
する世界基準をもとに、日本ユニセフ協
会ＣＦＣＩ委員会の第三者評価を受け
る。本市のこどもまんなか社会の構築
が進むことを評価し、賛成。

岡 田 耕 一 新しい 風
都市公園条例の一部改正条例は
中央公園スポーツパークへの
取組を評価し、賛成。
　議案第124号：賛成。中央公園スポー
ツパークでは必要な音響設備や照明は
設置するものの、過度な仕様にはしな
いこと。競技中の声や応援などは、近隣
住宅地との距離を考慮し、影響が出な
いよう運用すること。球技以外のスポー
ツ利用は人工芝に影響のない範囲で利
用できること。芝生広場は、誰でも気軽
に立ち寄れる利用を想定していること。
選手の身体への負担を軽減するため、
ロングパイル人工芝を採用すること。以
上の点を評価し、賛成。

4 5

令和6年
定例会号とよた市議会だより議案審議結果・討論 12月令和6年

定例会号とよた市議会だより議案審議結果 12月

※議案名など一部省略して記載しています

12月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

◆議　案
成長投資促進条例
事務分掌条例の一部改正条例
市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正条例
市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正条例
市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正条例
市特別職職員の給与を定める条例の一部改正条例
市職員給与条例の一部改正条例
市手数料条例の一部改正条例
市立学校設置条例の一部改正条例　※特別多数議決のため議長も採決に参加
交流館条例の一部改正条例
古瀬間聖苑条例の一部改正条例
市立保育所条例の一部改正条例
心身障害者扶助料支給条例の一部改正条例
都市公園条例の一部改正条例
都市公園使用料及び利用料金条例の一部改正条例
公共下水道条例の一部改正条例
汚水処理施設条例の一部改正条例
令和６年度一般会計補正予算
　　〃　　国民健康保険特別会計補正予算
　　〃　　都市計画事業土地区画整理特別会計補正予算
　　〃　　分譲住宅建設事業特別会計補正予算
　　〃　　卸売市場特別会計補正予算
　　〃　　介護保険事業特別会計補正予算
　　〃　　後期高齢者医療特別会計補正予算
　　〃　　産業用地造成事業特別会計補正予算
工事請負契約の締結（土橋土地区画整理事業道路築造工事）
　　　 　〃　　　　（花園土地区画整理事業道路築造工事（その３））
　　　 　〃　　　　（市道豊田西部２号線道路新設工事）
工事請負契約の変更（中央公園第２期整備事業基盤造成工事）
財産の取得（中央公園スポーツパーク人工芝グラウンド等）
　　 〃　　（学校図書館用コンピュータシステム機器）
　　 〃　　（市立九久平小学校ほか４校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立石野中学校ほか４校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立岩倉小学校ほか９校体育館・武道場空調設備）
　　 〃　　（市立加納小学校ほか１４校体育館空調設備）
　　 〃　　（市立大畑小学校ほか１１校体育館・武道場空調設備）
指定管理者の指定（中央図書館）
　　　  〃  　　　（西部体育館及び逢妻運動広場）
　　　  〃  　　　（松平体育館ほか２施設）
　　　  〃  　　　（足助プール）
　　　  〃  　　　（里山くらし体験館）
　　　  〃  　　　（温浴施設じゅわじゅわ）
　　　  〃  　　　（交通安全学習センター）
　　　  〃  　　　（田町活性化施設）
　　　  〃  　　　（高等職業訓練校）
　　　  〃  　　　（井上公園（水泳場を除く。））
　　　  〃  　　　（井上公園水泳場）
　　　  〃  　　　（中央公園スポーツパーク）
　　　  〃  　　　（市営住宅青木住宅ほか２６施設）
基本構想の策定
子ども総合計画の策定
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不採択
◆請　願

ノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いである、日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准を求める意見書提出を求める請願書第2号 3 00 40 90 27

同 意

12月市議会定例会に提出された案件
賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

◆議員提出意見書
刑事訴訟法における再審に関する規定の改正を求める意見書（案）第2号

◆報　告
専決処分の報告第10号

◆陳　情
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書第8号

1 0原案可決 3 04 09 027 0



常任委員会とは 　地方公共団体の議会が地方公共団体の事務に関する調査、議案及び陳情等の審査を行わせるために、
条例で定め常設する委員会のこと。本市では、以下の6委員会が常任委員会となります。

産業建設
委 員 会

教育社会
委 員 会

企画総務
委 員 会

予算決算
委 員 会

地域生活
委 員 会

環境福祉
委 員 会

　12月10日、付託された10議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

　本市の基幹産業であ
る、ものづくり産業に関

連し、ＣＡＳＥや工場の自動化などに
必要なノウハウを持つ、ソフトウェア
関連企業の活用を見込んでいる。
　効果としては、補助金制度の新設
と本市の強みである既存の研究開
発拠点等との近接性の相乗効果に
より、ソフトウェア業の立地が促進
されることを期待している。

　対象業種にソフトウェア
業が追加されているが、

対象事業の見込みと期待される効果
はどのようか。

成長投資促進条例【第111号】

質問

答弁

　グラウンド４面が集約
されることのメリットは、

複数グラウンドを使用する全国規
模の大会等が開催可能となるほか、
豊田スタジアムで行われるＪリーグ
などの興行に合わせ、サッカー体験
イベントを行うなど、複数のグラウ
ンドで連携した活用ができることで
ある。

　人工芝グラウンド２面
と、豊田スタジアム、芝生

広場の４面が整備されることの具体
的なメリットはどのようか。

都市公園使用料及び利用
料金条例の一部改正条例

【第125号】

質問

答弁

　12月12日、付託された16議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

財産の取得（市立九久平小学校ほ
か４校体育館・武道場空調設備）

【第142号】

財産の取得（市立石野中学校ほか
４校体育館・武道場空調設備）

【第143号】

財産の取得（市立石野中学校ほか
４校体育館・武道場空調設備）

【第145号】

財産の取得（市立大畑小学校ほか
１１校体育館・武道場空調設備）

【第146号】

財産の取得（市立加納小学校ほか
１４校体育館空調設備）

【第144号】

　設計施工一括発注方
式により、短期間で全て

の小・中学校の体育館・武道場に空
調設備を導入することを目的に、事
業者選定のためプロポーザルを実
施した。結果、全ての案件に応募が
あり、各社、工夫を凝らした提案が
なされ、計画通り、令和７年の夏まで
に空調設備が整備される見通しと
なった。

　プロポーザルを導入し
た成果の評価はどのよう

か。

質問

答弁

質問

答弁

　12月11日、付託された3議案を審査
し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

　胞衣及び産汚物の火
葬の主な利用者は、病院

などの施設であり、業務の中で発生
する物の火葬であるため、受益者負
担の観点から使用料を負担してい
ただいている。

　胞衣及び産汚物を火葬
する場合に、使用料が発生

するのはどのような理由か。

古瀬間聖苑条例の一部改
正条例

【第121号】

質問

答弁

　支給制限となる所得
の基準額として準用して

いる児童扶養手当の所得の基準額
が引き上げられたことにより、扶助
料の支給対象となる方に対して、速
やかに支給が開始できるようにな
る。
　現行制度では、所得制限額を超
えた場合、８月分から翌年７月分ま
でが支給停止となり、途中での支給
停止の解除はできないが、条例改
正をすることで、１１月分から支給で
きるようになる。具体的には、令和６
年１１月分の扶助料の対象者は１万
９，２９３人で、今までの所得制限額
の場合、２，０９１名が支給停止となる
が、今回の改正により、１８９名は所
得制限から外れ、扶助料の支給が
開始されることになる。

　今回の条例改正により、
市民へはどのような影響

があるか。

質問

答弁

心身障害者扶助料支給条
例の一部改正条例

【第123号】

　12月13日、付託された6議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認
しました。

　市民等の理解を得るた
め、これまで、市ホームペー

ジで使用料改定に係る審議会の審議
状況等を紹介したほか、広報とよた、市
政情報提供番組の特集をはじめ、産業
フェスタ、スタンプラリーなどのイベン
ト時、また市役所・支所等の公共施設な
どを活用して、パネル展示やチラシ配
布を行うなど、下水道事業の役割や使
用料改定に関する周知を図ってきた。
　今後も、使用料改定の内容及び改定
時期について、広報とよたや市ホーム
ページのほか、下水道接続世帯に直接
お届けすることができる検針票のお知
らせ欄を有効に活用して、周知を図っ
ていきたいと考えている。

　料金改定に対する市民
の理解を得るための周知

方法はどのようか。

公共下水道条例の一部改正条例【第126号】

質問

答弁

　新たな提案の一つとし
て、中高生を含む市民から

年間を通して当施設の企画・運営に携
わっていただく方を募集する交通安
全リーダーの提案があった。市民が施
設運営に主体的に関わることで、自然
と交通安全意識が向上する仕組みの
構築、利用者目線でのさらなる効率的
な運営、来館頻度の少ない中高生へ
のＰＲといった効果が期待できる。

　市民サービスの向上と
施設の効率的な管理運営

を図っていくとのことだが、そのため
の新たな提案はどのようか。

指定管理者の指定
（交通安全学習センター）

【第１５３号】

質問

答弁

　12月6日から12月18日まで、付託
された8議案を審査し、1議案が賛成多
数、その他7議案を全会一致にて承認
しました。

令和６年度一般会計補正予算【第128号】

　12月16日、付託された8議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認
しました。他に請願1件を不採択とし
ました。他に陳情1件を報告しました。

　これまでも、年度途中でプ
ロジェクトを立ち上げたり、政

策監など部長級の役職者を配置して横断
的な案件を対応し、一定の成果を挙げてき
たが、少なからず課題もあったと認識して
いる。そのため、全庁横断的なミライ実現
戦略２０３０を着実かつ迅速に推進していく
ためには、施策の関連する部局のさらなる
連携が必要だと判断し、年度当初からプロ
ジェクトを立ち上げることとした。
　なお、人事異動と同じタイミングでプロ
ジェクトメンバーを選任することで、職員の
責任意識が醸成できるものと考えている。

　総合的な推進体制の強化とし
て、複数の部局をまたぐ個別プロ

ジェクトを設置していくとのことだが、これまで
の横断的な案件は、どのように進めてきたのか。
また、第９次総合計画のスタートにあわせて、プ
ロジェクトを設置する理由はどのようか。

事務分掌条例の一部改正条例【第112号】

質問

答弁

　第９次総合計画において、
ミライ構想は２０５０年を展望

し、本市が目指す将来像と、将来像の実現
に向けた行動規範となる まちづくりの基
本的な考え方、目指すべき将来都市構造
の基本的な考え方を示し、まちづくりを考
える基軸として、立ち返るものとしている。
　ますます変化が激しくなる予測困難な
社会の中でこの長期を展望した全市共通
の基軸があることで、計画的な市政運営
を行うことができると考えている。

　社会環境の変化に適応し、総合
的かつ計画的な市政運営を行う

とあるが、目標年次や将来人口設定されない中
で、計画的な市政運営を行うことができるか。

質問

答弁

基本構想の策定【第160号】

　必要な改善点や見直
すべき取組を各事業に

取り入れることで、評価内容を計画
に反映していく。反映した内容につ
いては、こども・若者レポートに掲載
し公表していく。

　日本型ＣＦＣＩによって得
られる評価の計画への反

映方法はどのようか。

子ども総合計画の策定【第161号】

≪歳出2款2項1目≫
地域づくり振興基金積立金

　地域づくり振興基金は、こ
れまでも地域自治システムの

中で、わくわく事業や地域課題解決事業の
財源として活用してきた。今後はこれに加
えて、地域の課題にきめ細やかに対応し、
魅力ある地域づくりに向けた取組を、これ
まで以上に円滑に推進するための財源と
して、基金を活用していく。
　基金の対象とする事業は、ソフト事業、ハ
ード事業に関わらず、地域のまちづくりを
推進する事業としており、具体的には、定住
促進、観光振興、文化振興、産業振興や交
通安全対策をはじめとした、安全・安心のま
ちづくりなど、幅広い活用を想定している。

　今回の補正予算にて、１００
億円の積立をするが、この基

金の使い方はどのようか。

質問

答弁

≪債務負担行為補正≫
豊田地域医療センター

電子カルテ等システム取得事業

　インターネットの予約も
電話の予約も、予約の方法

が異なるだけで窓口での受付から診察
までの待ち時間が大きく変わるもので
はない。診察の呼び出しがスマートフォ
ンに通知できるようになることから、患
者は受付を終えてから診察の呼び出し
までの間、待合室ではなく、任意の場所
で待つことができるようになる。

　スマートフォンを活用した
インターネット予約では、患者

の待ち時間がどれぐらい軽減できるのか。

質問

答弁
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常任委員会とは 　地方公共団体の議会が地方公共団体の事務に関する調査、議案及び陳情等の審査を行わせるために、
条例で定め常設する委員会のこと。本市では、以下の6委員会が常任委員会となります。

産業建設
委 員 会

教育社会
委 員 会

企画総務
委 員 会

予算決算
委 員 会

地域生活
委 員 会

環境福祉
委 員 会

　12月10日、付託された10議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

　本市の基幹産業であ
る、ものづくり産業に関

連し、ＣＡＳＥや工場の自動化などに
必要なノウハウを持つ、ソフトウェア
関連企業の活用を見込んでいる。
　効果としては、補助金制度の新設
と本市の強みである既存の研究開
発拠点等との近接性の相乗効果に
より、ソフトウェア業の立地が促進
されることを期待している。

　対象業種にソフトウェア
業が追加されているが、

対象事業の見込みと期待される効果
はどのようか。

成長投資促進条例【第111号】

質問

答弁

　グラウンド４面が集約
されることのメリットは、

複数グラウンドを使用する全国規
模の大会等が開催可能となるほか、
豊田スタジアムで行われるＪリーグ
などの興行に合わせ、サッカー体験
イベントを行うなど、複数のグラウ
ンドで連携した活用ができることで
ある。

　人工芝グラウンド２面
と、豊田スタジアム、芝生

広場の４面が整備されることの具体
的なメリットはどのようか。

都市公園使用料及び利用
料金条例の一部改正条例

【第125号】

質問

答弁

　12月12日、付託された16議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

財産の取得（市立九久平小学校ほ
か４校体育館・武道場空調設備）

【第142号】

財産の取得（市立石野中学校ほか
４校体育館・武道場空調設備）

【第143号】

財産の取得（市立石野中学校ほか
４校体育館・武道場空調設備）

【第145号】

財産の取得（市立大畑小学校ほか
１１校体育館・武道場空調設備）

【第146号】

財産の取得（市立加納小学校ほか
１４校体育館空調設備）

【第144号】

　設計施工一括発注方
式により、短期間で全て

の小・中学校の体育館・武道場に空
調設備を導入することを目的に、事
業者選定のためプロポーザルを実
施した。結果、全ての案件に応募が
あり、各社、工夫を凝らした提案が
なされ、計画通り、令和７年の夏まで
に空調設備が整備される見通しと
なった。

　プロポーザルを導入し
た成果の評価はどのよう

か。

質問

答弁

質問

答弁

　12月11日、付託された3議案を審査
し、議案の全てを全会一致にて承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

　胞衣及び産汚物の火
葬の主な利用者は、病院

などの施設であり、業務の中で発生
する物の火葬であるため、受益者負
担の観点から使用料を負担してい
ただいている。

　胞衣及び産汚物を火葬
する場合に、使用料が発生

するのはどのような理由か。

古瀬間聖苑条例の一部改
正条例

【第121号】

質問

答弁

　支給制限となる所得
の基準額として準用して

いる児童扶養手当の所得の基準額
が引き上げられたことにより、扶助
料の支給対象となる方に対して、速
やかに支給が開始できるようにな
る。
　現行制度では、所得制限額を超
えた場合、８月分から翌年７月分ま
でが支給停止となり、途中での支給
停止の解除はできないが、条例改
正をすることで、１１月分から支給で
きるようになる。具体的には、令和６
年１１月分の扶助料の対象者は１万
９，２９３人で、今までの所得制限額
の場合、２，０９１名が支給停止となる
が、今回の改正により、１８９名は所
得制限から外れ、扶助料の支給が
開始されることになる。

　今回の条例改正により、
市民へはどのような影響

があるか。

質問

答弁

心身障害者扶助料支給条
例の一部改正条例

【第123号】

　12月13日、付託された6議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認
しました。

　市民等の理解を得るた
め、これまで、市ホームペー

ジで使用料改定に係る審議会の審議
状況等を紹介したほか、広報とよた、市
政情報提供番組の特集をはじめ、産業
フェスタ、スタンプラリーなどのイベン
ト時、また市役所・支所等の公共施設な
どを活用して、パネル展示やチラシ配
布を行うなど、下水道事業の役割や使
用料改定に関する周知を図ってきた。
　今後も、使用料改定の内容及び改定
時期について、広報とよたや市ホーム
ページのほか、下水道接続世帯に直接
お届けすることができる検針票のお知
らせ欄を有効に活用して、周知を図っ
ていきたいと考えている。

　料金改定に対する市民
の理解を得るための周知

方法はどのようか。

公共下水道条例の一部改正条例【第126号】

質問

答弁

　新たな提案の一つとし
て、中高生を含む市民から

年間を通して当施設の企画・運営に携
わっていただく方を募集する交通安
全リーダーの提案があった。市民が施
設運営に主体的に関わることで、自然
と交通安全意識が向上する仕組みの
構築、利用者目線でのさらなる効率的
な運営、来館頻度の少ない中高生へ
のＰＲといった効果が期待できる。

　市民サービスの向上と
施設の効率的な管理運営

を図っていくとのことだが、そのため
の新たな提案はどのようか。

指定管理者の指定
（交通安全学習センター）

【第１５３号】

質問

答弁

　12月6日から12月18日まで、付託
された8議案を審査し、1議案が賛成多
数、その他7議案を全会一致にて承認
しました。

令和６年度一般会計補正予算【第128号】

　12月16日、付託された8議案を審
査し、議案の全てを全会一致にて承認
しました。他に請願1件を不採択とし
ました。他に陳情1件を報告しました。

　これまでも、年度途中でプ
ロジェクトを立ち上げたり、政

策監など部長級の役職者を配置して横断
的な案件を対応し、一定の成果を挙げてき
たが、少なからず課題もあったと認識して
いる。そのため、全庁横断的なミライ実現
戦略２０３０を着実かつ迅速に推進していく
ためには、施策の関連する部局のさらなる
連携が必要だと判断し、年度当初からプロ
ジェクトを立ち上げることとした。
　なお、人事異動と同じタイミングでプロ
ジェクトメンバーを選任することで、職員の
責任意識が醸成できるものと考えている。

　総合的な推進体制の強化とし
て、複数の部局をまたぐ個別プロ

ジェクトを設置していくとのことだが、これまで
の横断的な案件は、どのように進めてきたのか。
また、第９次総合計画のスタートにあわせて、プ
ロジェクトを設置する理由はどのようか。

事務分掌条例の一部改正条例【第112号】

質問

答弁

　第９次総合計画において、
ミライ構想は２０５０年を展望

し、本市が目指す将来像と、将来像の実現
に向けた行動規範となる まちづくりの基
本的な考え方、目指すべき将来都市構造
の基本的な考え方を示し、まちづくりを考
える基軸として、立ち返るものとしている。
　ますます変化が激しくなる予測困難な
社会の中でこの長期を展望した全市共通
の基軸があることで、計画的な市政運営
を行うことができると考えている。

　社会環境の変化に適応し、総合
的かつ計画的な市政運営を行う

とあるが、目標年次や将来人口設定されない中
で、計画的な市政運営を行うことができるか。

質問

答弁

基本構想の策定【第160号】

　必要な改善点や見直
すべき取組を各事業に

取り入れることで、評価内容を計画
に反映していく。反映した内容につ
いては、こども・若者レポートに掲載
し公表していく。

　日本型ＣＦＣＩによって得
られる評価の計画への反

映方法はどのようか。

子ども総合計画の策定【第161号】

≪歳出2款2項1目≫
地域づくり振興基金積立金

　地域づくり振興基金は、こ
れまでも地域自治システムの

中で、わくわく事業や地域課題解決事業の
財源として活用してきた。今後はこれに加
えて、地域の課題にきめ細やかに対応し、
魅力ある地域づくりに向けた取組を、これ
まで以上に円滑に推進するための財源と
して、基金を活用していく。
　基金の対象とする事業は、ソフト事業、ハ
ード事業に関わらず、地域のまちづくりを
推進する事業としており、具体的には、定住
促進、観光振興、文化振興、産業振興や交
通安全対策をはじめとした、安全・安心のま
ちづくりなど、幅広い活用を想定している。

　今回の補正予算にて、１００
億円の積立をするが、この基

金の使い方はどのようか。

質問

答弁

≪債務負担行為補正≫
豊田地域医療センター

電子カルテ等システム取得事業

　インターネットの予約も
電話の予約も、予約の方法

が異なるだけで窓口での受付から診察
までの待ち時間が大きく変わるもので
はない。診察の呼び出しがスマートフォ
ンに通知できるようになることから、患
者は受付を終えてから診察の呼び出し
までの間、待合室ではなく、任意の場所
で待つことができるようになる。

　スマートフォンを活用した
インターネット予約では、患者

の待ち時間がどれぐらい軽減できるのか。

質問

答弁
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6月定例会号令和6年　とよた市議会だより常任委員会 12月



　12月2日から4日にかけて、20人の議員が市政の方針や考え方などについ
て問う「一般質問」を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。市政を問う!! ※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　

　公明党 ： 公明党豊田市議団　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無
※質問順に掲載しています。  

　「自立や社会参画を見据えた学び
の場」としてインクルーシブ教育の
考えを問う。

　特別支援教育の推進は、共生社会
の実現に向けたインクルーシブ教育
システムの構築のために必要不可
欠である。「自立」と「社会参画」を見
据え、多様で柔軟な仕組みの整備が
重要であるため、「多様な学びの場
の保障」と「切れ目のない支援」を進
めている。県立特別支援学校が新設
されることは、特別支援教育にとっ
て好機となる。推進を支える組織や
拠点的な機能の検討を行い、教員研
修、進路に関わる情報提供などの機
能が総合的に高まるよう体制を強化
する。

答 弁

　介護予防事業「ずっと元気！プロジ
ェクト」は令和８年６月までの有期事
業であるが、事業の継続に向けた市
の考えを問う。

介護給付費の削減効果に応じて、
国・県からインセンティブが得られる
仕組みを要望したり、企業からの協
賛金を募集したりするなど取組を行
いながら、令和7年度中に、成果報酬
を含めた適切な事業費の在り方や官
民連携による運営体制について検
討を進めていく。

　押しボタン式横断者明示標識「ぴ
かっとわたるくん」について設置基
準と国県道へ設置の可能性を問う。

　「ぴかっとわたるくん」は、主に、小
学校や集合住宅周辺など、多くの子
どもや高齢者が利用する、自動車の
通過速度が低い生活道路の横断歩
道に設置することとしている。また、
設置には警察による安全性の確認
が必要になる。国県道についても、
条件が満たされれば設置を検討して
いく。

地域振興部答 弁

　豊田市でも家裏危険木への伐採
支援制度の創設を実施していただき
たいと考えるが可能性と見解を問う。

　今後、市民生活に直接的に影響を
及ぼす恐れのある、家裏危険木への
伐採支援制度については、他自治体
の先行事例や市民の実情を参考に
しつつ、また受益者負担も念頭にお
きながら、具体な支援内容や実施体
制等について検討していく。

答 弁

マイナンバーカード（見本）

　高齢者単独世帯の住宅の防犯対
策は重要。防犯用品の無料配布によ
る、侵入盗対策への考えを問う。

　防犯知識を学ぶ出前講座や住宅
の防犯診断、自主防犯活動団体等が
地域で開催する防犯研修会では、参
加者への啓発品として、補助錠やガ
ラス破り防止シートなど、すぐに使え
る防犯用品を配布している。これら
の取組をより多くの高齢者世帯に利
用いただけるよう、あらためて高齢
者クラブや自治区等を通じた啓発を
行い、地域で高齢者を守る意識の醸
成と高齢者世帯の防犯力強化につ
なげていきたいと考えている。

地域振興部答 弁

　再整備にあたり、豊田市卸売市場
の強みをどう生かし、強化していく方
策であるのか、その考えを「機能強
化策」として問う。

より、品質や衛生管理といった設備
面での機能の強化を図るとともに、
敷地余剰地の民間活用策を検討し
ていく。重要な市場であるとの認識
のもと、強みを生かした競争力のあ
る市場を目指していく。

　市役所の多くの業務がDX化され
ていくことが予想される。戦略の砦
となる強固な独立部署の設置に対
する本市の考えを問う。

　現在、総務部内に情報戦略課と情
報システム課を配置し、DXの推進と
ともに安全かつ効率的な情報処理
基盤の整備・管理を行っている。特定
個人情報の保護については法務課
が行っており、総務部内の関係所管
課が情報セキュリティの確保に取り
組んでいる。今後、情報セキュリティ
の確保に力を入れて取り組む必要が
あると考えているが、当面は現行ど
おり総務部内に情報部門を配置し、
互いに連携を取り、必要に応じて体
制を強化しながら取り組んでいく。

総 務 部答 弁

現在マイナンバーカード窓口は東庁
舎5階にある。しかしながら、マイナ
ンバーカードの業務は、市民課等で
の手続と密接に関連していることか
ら、現状の配置は必ずしも適切では
ないと考えている。そのため、執務室
や窓口、待合スペースの適正化を図
りつつ、同一フロアへの再配置に向
けた検討を進め、来庁者の利便性を
高めていきたいと考えている。

総 務 部答 弁

　市民自身による個人情報漏えい
防止対策として、フィッシング詐欺等
から身を守るための情報リテラシー
向上の取組について問う。

　市民の情報リテラシーの向上の重
要性は認識しており、小・中学校にお
いて「デジタル・シティズンシップ教
育」として、デジタルツールを用いて
社会に参加するための知識や能力
を学ぶ授業を実施している。デジタ
ル活用が苦手な人向けのスマホ教
室においても、利便性とともに危険
性も学んでいただくなど、教育の機
会を提供することで犯罪の被害に遭
うリスクの低減につながることを意
識して取り組んでいく。

総 務 部答 弁

県立特別支援学校の
活用方針質問

○回遊する東西の総合公園と安らぎの都心
○次世代に引き継ぐ商業都市
●みんなが待ち望んだ県立特別支援学校

自民クラブ
水 野 博 史

健康寿命の延伸と
介護保険料の抑制質問

●持続可能な介護環境の整備
市民フォーラム
鈴 木 孝 英

交通弱者にやさしい
道路環境の確保質問

○防犯力のさらなる向上に向けて
●交通事故のないまちづくり

市民フォーラム
中 尾 俊 和

　多くの方に豊田市を選び住んで
いただくため、どの様に市政運営を
行うのか、今後の定住促進の考え方
を問う。

　次代につなぐ快適な都市環境を
形成し、つながりと連携のもと、にぎ
わいと地域活力を向上させ、まちの
魅力と価値を高めていくことが重要。
豊田市で暮らすことの良さを市内外
の方々に正しく知っていただくこと
が不可欠。新しい総合計画のスター
トに合わせて、家族形成期、特に若年
層を中心とする流出抑制をはじめ、
様々な取組をこれまで以上に推進し
ていく予定。常にミライ志向で、チェ
ンジ・チャレンジの意識を持って、本
市の魅力、地域の価値を高めるべく
取り組んでいく。

市 長答 弁

次期総合計画における
定住政策質問

●定住政策の取組による転出抑制
市民フォーラム
吉 野 英 国

家裏危険木の現状と
伐採支援の必要性質問

●支障木伐採事業の進捗と危険木伐採支援の必要性
自民クラブ
鈴 木 　 章

高齢者に対する交通安全・
防犯対策への取組質問

○認知症の人に寄り添った地域社会の構築
●高齢者の安全・安心の確保

公明党
榎 屋 小 百 合

豊田市公設地方卸売市場
再整備の動向質問

●選ばれる「とよたの農」をめざして
自民クラブ
杉 浦 健 史

情報システム部門の
体制強化質問

●より安全な情報システムへの取組
自民クラブ
鈴 本 昌 秋

　マイナンバーカードの窓口等を南
庁舎1階へ移設することは可能であ
ると考えるが、移設に向けた市の考
えを問う。

スムーズなマイナンバー
カード交付事務に向けて質問

○着実な第9次総合計画の推進に向けた人員確保
●行政DXを支えるマイナンバーカード交付事務

自民クラブ
近 藤 厚 司

個人情報漏えいの再発防止質問

●個人情報漏えいの再発防止
○イベントの安全確保と事故への対応

公明党
大 石 智 里

　事業の実施に当たっては、介護予
防事業に関わりのある部局と連携し
ながら、地域に根付くプログラムや
事業形態の検討を進めている。将来
の事業費の確保に当たっては、市の

企画政策部答 弁
　「公設」、「利便性」、「産地に近接」
という強みを生かし、名古屋市中央
卸売市場などの他市場のほか、産地
との連携を強化することで、特徴的
な品揃えが可能となると同時に、本
市農産物の他市場への販路拡大が
期待できると考えている。再整備に

産 業 部答 弁

ぴかっとわたるくん

産 業 部

教　育　長
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　12月2日から4日にかけて、20人の議員が市政の方針や考え方などについ
て問う「一般質問」を行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。市政を問う!! ※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　

　公明党 ： 公明党豊田市議団　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無
※質問順に掲載しています。  

　「自立や社会参画を見据えた学び
の場」としてインクルーシブ教育の
考えを問う。

　特別支援教育の推進は、共生社会
の実現に向けたインクルーシブ教育
システムの構築のために必要不可
欠である。「自立」と「社会参画」を見
据え、多様で柔軟な仕組みの整備が
重要であるため、「多様な学びの場
の保障」と「切れ目のない支援」を進
めている。県立特別支援学校が新設
されることは、特別支援教育にとっ
て好機となる。推進を支える組織や
拠点的な機能の検討を行い、教員研
修、進路に関わる情報提供などの機
能が総合的に高まるよう体制を強化
する。

答 弁

　介護予防事業「ずっと元気！プロジ
ェクト」は令和８年６月までの有期事
業であるが、事業の継続に向けた市
の考えを問う。

介護給付費の削減効果に応じて、
国・県からインセンティブが得られる
仕組みを要望したり、企業からの協
賛金を募集したりするなど取組を行
いながら、令和7年度中に、成果報酬
を含めた適切な事業費の在り方や官
民連携による運営体制について検
討を進めていく。

　押しボタン式横断者明示標識「ぴ
かっとわたるくん」について設置基
準と国県道へ設置の可能性を問う。

　「ぴかっとわたるくん」は、主に、小
学校や集合住宅周辺など、多くの子
どもや高齢者が利用する、自動車の
通過速度が低い生活道路の横断歩
道に設置することとしている。また、
設置には警察による安全性の確認
が必要になる。国県道についても、
条件が満たされれば設置を検討して
いく。

地域振興部答 弁

　豊田市でも家裏危険木への伐採
支援制度の創設を実施していただき
たいと考えるが可能性と見解を問う。

　今後、市民生活に直接的に影響を
及ぼす恐れのある、家裏危険木への
伐採支援制度については、他自治体
の先行事例や市民の実情を参考に
しつつ、また受益者負担も念頭にお
きながら、具体な支援内容や実施体
制等について検討していく。

答 弁

マイナンバーカード（見本）

　高齢者単独世帯の住宅の防犯対
策は重要。防犯用品の無料配布によ
る、侵入盗対策への考えを問う。

　防犯知識を学ぶ出前講座や住宅
の防犯診断、自主防犯活動団体等が
地域で開催する防犯研修会では、参
加者への啓発品として、補助錠やガ
ラス破り防止シートなど、すぐに使え
る防犯用品を配布している。これら
の取組をより多くの高齢者世帯に利
用いただけるよう、あらためて高齢
者クラブや自治区等を通じた啓発を
行い、地域で高齢者を守る意識の醸
成と高齢者世帯の防犯力強化につ
なげていきたいと考えている。

地域振興部答 弁

　再整備にあたり、豊田市卸売市場
の強みをどう生かし、強化していく方
策であるのか、その考えを「機能強
化策」として問う。

より、品質や衛生管理といった設備
面での機能の強化を図るとともに、
敷地余剰地の民間活用策を検討し
ていく。重要な市場であるとの認識
のもと、強みを生かした競争力のあ
る市場を目指していく。

　市役所の多くの業務がDX化され
ていくことが予想される。戦略の砦
となる強固な独立部署の設置に対
する本市の考えを問う。

　現在、総務部内に情報戦略課と情
報システム課を配置し、DXの推進と
ともに安全かつ効率的な情報処理
基盤の整備・管理を行っている。特定
個人情報の保護については法務課
が行っており、総務部内の関係所管
課が情報セキュリティの確保に取り
組んでいる。今後、情報セキュリティ
の確保に力を入れて取り組む必要が
あると考えているが、当面は現行ど
おり総務部内に情報部門を配置し、
互いに連携を取り、必要に応じて体
制を強化しながら取り組んでいく。

総 務 部答 弁

現在マイナンバーカード窓口は東庁
舎5階にある。しかしながら、マイナ
ンバーカードの業務は、市民課等で
の手続と密接に関連していることか
ら、現状の配置は必ずしも適切では
ないと考えている。そのため、執務室
や窓口、待合スペースの適正化を図
りつつ、同一フロアへの再配置に向
けた検討を進め、来庁者の利便性を
高めていきたいと考えている。

総 務 部答 弁

　市民自身による個人情報漏えい
防止対策として、フィッシング詐欺等
から身を守るための情報リテラシー
向上の取組について問う。

　市民の情報リテラシーの向上の重
要性は認識しており、小・中学校にお
いて「デジタル・シティズンシップ教
育」として、デジタルツールを用いて
社会に参加するための知識や能力
を学ぶ授業を実施している。デジタ
ル活用が苦手な人向けのスマホ教
室においても、利便性とともに危険
性も学んでいただくなど、教育の機
会を提供することで犯罪の被害に遭
うリスクの低減につながることを意
識して取り組んでいく。

総 務 部答 弁

県立特別支援学校の
活用方針質問

○回遊する東西の総合公園と安らぎの都心
○次世代に引き継ぐ商業都市
●みんなが待ち望んだ県立特別支援学校

自民クラブ
水 野 博 史

健康寿命の延伸と
介護保険料の抑制質問

●持続可能な介護環境の整備
市民フォーラム
鈴 木 孝 英

交通弱者にやさしい
道路環境の確保質問

○防犯力のさらなる向上に向けて
●交通事故のないまちづくり

市民フォーラム
中 尾 俊 和

　多くの方に豊田市を選び住んで
いただくため、どの様に市政運営を
行うのか、今後の定住促進の考え方
を問う。

　次代につなぐ快適な都市環境を
形成し、つながりと連携のもと、にぎ
わいと地域活力を向上させ、まちの
魅力と価値を高めていくことが重要。
豊田市で暮らすことの良さを市内外
の方々に正しく知っていただくこと
が不可欠。新しい総合計画のスター
トに合わせて、家族形成期、特に若年
層を中心とする流出抑制をはじめ、
様々な取組をこれまで以上に推進し
ていく予定。常にミライ志向で、チェ
ンジ・チャレンジの意識を持って、本
市の魅力、地域の価値を高めるべく
取り組んでいく。

市 長答 弁

次期総合計画における
定住政策質問

●定住政策の取組による転出抑制
市民フォーラム
吉 野 英 国

家裏危険木の現状と
伐採支援の必要性質問

●支障木伐採事業の進捗と危険木伐採支援の必要性
自民クラブ
鈴 木 　 章

高齢者に対する交通安全・
防犯対策への取組質問

○認知症の人に寄り添った地域社会の構築
●高齢者の安全・安心の確保

公明党
榎 屋 小 百 合

豊田市公設地方卸売市場
再整備の動向質問

●選ばれる「とよたの農」をめざして
自民クラブ
杉 浦 健 史

情報システム部門の
体制強化質問

●より安全な情報システムへの取組
自民クラブ
鈴 本 昌 秋

　マイナンバーカードの窓口等を南
庁舎1階へ移設することは可能であ
ると考えるが、移設に向けた市の考
えを問う。

スムーズなマイナンバー
カード交付事務に向けて質問

○着実な第9次総合計画の推進に向けた人員確保
●行政DXを支えるマイナンバーカード交付事務

自民クラブ
近 藤 厚 司

個人情報漏えいの再発防止質問

●個人情報漏えいの再発防止
○イベントの安全確保と事故への対応

公明党
大 石 智 里

　事業の実施に当たっては、介護予
防事業に関わりのある部局と連携し
ながら、地域に根付くプログラムや
事業形態の検討を進めている。将来
の事業費の確保に当たっては、市の

企画政策部答 弁
　「公設」、「利便性」、「産地に近接」
という強みを生かし、名古屋市中央
卸売市場などの他市場のほか、産地
との連携を強化することで、特徴的
な品揃えが可能となると同時に、本
市農産物の他市場への販路拡大が
期待できると考えている。再整備に

産 業 部答 弁

ぴかっとわたるくん

産 業 部

教　育　長
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6月一般質問 12月令和6年
定例会号とよた市議会だより



　非核平和都市宣言１８自治体、「非
核」がついていない平和都市宣言２
６自治体、非核または平和都市宣言
を行わない自治体は少数となった。
本市が非核平和自治宣言を行う考
えはないか問う。

　非核平和自治体宣言については、国
際社会の動向や政府の対応、また核
兵器廃絶に向けた市民意識の高まり
を注視し、適時適切に対応していく。

市 長 公 室答 弁

　学校関係などの安全・安心に係る
あまり行き届いていない部分も含め、
予算への反映をどう考えるか問う。

　豊田市駅周辺再整備工事はエリ
ア毎に進行に応じて状況が変化する。
先進技術を活用した取組への考え
を問う。

　駅周辺整備では、工事区域や歩行
者・車両の通行規制が変化する中で、
施工計画の検討において、PLATEAU
による検証が有効である。東口まち
なか広場における具体的な広場機
能の配置検討に必要な資料の作成
に当たっては、これまでに構築した
PLATEAUを活用し、VR・AR技術の
活用や、上屋の設計における日照・
降雨の影響評価などを行い、検討段
階で定量的かつ視覚的に比較するこ
とで精度を上げた設計が進められる
と考えている。

都市整備部答 弁

の入れ替えを行い、加えて、建屋の
耐震化と耐水化も実施するため、完
了が令和15年度末になる見込みで
ある。なお、令和6年度に実施中の設
計において、できるだけ早く効果が
発現できるよう、工事工程について
も併せて検討を進めている。

　2028年まで大会を開催する契約
を締結した。開催に必要な財源を、
選手権開催基金として新たに設置
する考えを問う。

　2026年度からの3年間の世界ラ
リー選手権に係る予算措置について
は、既に令和6年9月市議会定例会に
おいて債務負担行為の議決をいた
だいていることや、現状ある基金の
残高、そして今後の財政見込みを踏
まえれば、3年間の開催費用につい
ては他の事業に影響を及ぼすことな
く、毎年度の予算において財源を確
保できる見込みであることから、新
たに基金を設置する必要はないと考
えている。

企画政策部答 弁

スクールバスイメージ

　山村地域の観光振興は、地域が稼
げる観光ビジネスを支援する「ツー
リズムとよた」、地域の魅力づくりを
進める「観光協会」及び「行政」をは
じめ観光関係者が一体となり取り組
んでいる。地域を理解し、愛着や誇り
を持つ担い手や後継者の存在が大
切であると同時に、地域に根ざし、地
域住民とともに取組を進める観光協
会の役割が重要と認識している。次
期豊田市観光実践計画の重点事業
に「組織体制の最適化」を掲げ、持続
可能な推進体制の構築を図ってい
く。

産 業 部答 弁

　既存の防火水槽への対策やその
他の消防水利の確保など、使用でき
る消防水利を今後どう確保していく
か問う。

　スクールバスの将来についてどの
ように考えているか。「来年度以降へ
向けた取組」について問う。

　運輸業界における運転手不足に
ついては重要な問題として捉え、庁
内の関係部署や運行事業者等の関
係者とも情報共有をし、契約の在り
方や運行形態等について研究して
いる。スクールバスが継続的に運行
できるように努めていく。令和7年度
に向けては、運行事業者にヒアリン
グを行った結果、無理なく車両や運
転手を確保するためには発注時期
を早めて欲しいとの意見があり、早
期発注ができるよう契約の見直しを
行う。

教 育 部答 弁

　（仮）水辺ふれあいプラザの利用
方針としては、広く市民が水辺と触
れ合い、川の自然や郷土の良さを感
じられる場として、多様な利活用を考
えている。具体的な進め方としては、
ふれあい水路を利用している小学校
の先生等の意見や地域の声をヒアリ
ングするとともに、他の類似施設の
利用状況調査を行っている。それら
を基に、当該施設の特性を生かすた
めに必要となる設備や機能をとりま
とめ、全体計画の検討を進めていく
予定である。

建 設 部答 弁

　公務員の副業を解禁する動きが
広がっている。職員の副業や兼業制
限を緩和する考えはあるか、今後の
方向性を問う。

　本市では、これまでも公務能率の
確保、職務の公正の確保、職員の品
位の保持を目的とする地方公務員
法の規定の趣旨に則り、営利企業等
への従事を制限する一方、地域貢献
活動への参加や自己研鑽を目的とし
た営利企業等への従事については、
職員のスキルアップや意識向上が見
込めることから前向きに許可を検討
してきた。今後も、認可基準を遵守し
たうえでの地域貢献活動等への参
加や自己研鑽は推奨していきたいと
考えている。

総 務 部答 弁

○一般質問の大きなテーマ（大項目）
●以下の質問に関連している項目

一般質問の小さいテーマ（中項目）
実際に質問した内容（小項目）

回答した部局名
質問に対する市の担当部局の回答会派名

議 員 氏 名 答 弁QRコードから、各議員の一般質問の
動画を見ることができます。市政を問う!!

6月一般質問 12月

核兵器禁止条約についての
考え質問

●被爆80年を迎えるに当たって
○どの子も安心して学び、育ちあうために

諸派
根 本 美 春

安全・安心を確保するため
の予算質問

○教訓から学ぶ防災への取組
○安全・安心な学校環境整備への取組
●令和7年度予算への反映

市民フォーラム
古 木 吉 昭

豊田市駅周辺整備での取組質問

●デジタルツイン活用促進の取組
市民フォーラム
武 田 一 夫

世界ラリー選手権開催基金
の設置質問

○人口減少を見据えた持続可能なまちづくり
●世界ラリー選手権の継続的な開催に向けて

自民クラブ
石 川 要 一

　山村地域にはそれぞれ町村時代
から続く観光協会が存在している。
最適な組織体制の強化に向けた考
えを問う。

観光資源の活用質問

●山村地域の産業振興
自民クラブ
松 原 一 也

大規模な自然災害に
対する今後の取組質問

●大規模な自然災害に対する消防体制の強化
自民クラブ
奥 村 峰 生

スクールバスの運行と課題質問

●子どもたちの通学環境と交通安全
自民クラブ
都 築 清 之

本市職員の副業・兼業制限
緩和に向けた取組質問

●本市職員の活躍向上に向けた取組
新しい風

中 島 竜 二

　令和７年度の当初予算編成に当た
っては、新たに策定する第9次総合
計画の推進や将来を見据えた効果
的な投資のほか、市民生活の「安全・
安心」を確保する取組を着実に進め
ていくことを掲げている。取組は、地
震・水害などの防災対策や、学校の
安全対策のほか、保健・医療・福祉、
消防、交通安全など多岐にわたるが、
市民の皆さんの命と暮らしを守るこ
とは基本的な責務であり、必要な予
算は予算案として提案していく。

市 長答 弁
　中心市街地の排水を行う中部第2
ポンプ場が耐震化・耐水化ともされ
ておらず、早急に進めるべき。中部
第2ポンプ場の更新スケジュールを
問う。

　中部第2ポンプ場の更新事業は、
令和6年度に設計を実施しており、令
和7年度から工事に着手する予定で
ある。更新工事は、豪雨に備えて施
設を稼働させながら、ポンプや設備

上下水道局答 弁

上下水道施設の浸水対策質問

●日常生活を支える上下水道施設をどう守るか
自民クラブ
福 岡 靖 純

　震災時の消防水利を確保する方
法として、既存防火水槽に対する地
震対策修繕がある。これまでは耐震
性貯水槽の新規設置を中心に地震
対策を行ってきた。今後は、既存防火
水槽の修繕を消防水利整備の主体
とするよう、計画的に地震対策修繕
を強化していく考えである。農業用
水などの自然水利や事業所が管理
する水利を利用できるように、管理
者と使用に関する覚書を締結するな
ど、防火水槽以外の水利を確保する
よう対策を講じていく。

消 防 本 部答 弁

　水辺ふれあいプラザの今後の利
用に向けどのように進めていくのか
方針および具体的な進め方を問う。

川をもっと知ってもらう
ために（親水）質問

○市民に役立つおくやみコーナー
●矢作川とともに生きる

自民クラブ
酒 井 　 斉

質問

市議会ペンギン
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　非核平和都市宣言１８自治体、「非
核」がついていない平和都市宣言２
６自治体、非核または平和都市宣言
を行わない自治体は少数となった。
本市が非核平和自治宣言を行う考
えはないか問う。

　非核平和自治体宣言については、国
際社会の動向や政府の対応、また核
兵器廃絶に向けた市民意識の高まり
を注視し、適時適切に対応していく。

市 長 公 室答 弁

　学校関係などの安全・安心に係る
あまり行き届いていない部分も含め、
予算への反映をどう考えるか問う。

　豊田市駅周辺再整備工事はエリ
ア毎に進行に応じて状況が変化する。
先進技術を活用した取組への考え
を問う。

　駅周辺整備では、工事区域や歩行
者・車両の通行規制が変化する中で、
施工計画の検討において、PLATEAU
による検証が有効である。東口まち
なか広場における具体的な広場機
能の配置検討に必要な資料の作成
に当たっては、これまでに構築した
PLATEAUを活用し、VR・AR技術の
活用や、上屋の設計における日照・
降雨の影響評価などを行い、検討段
階で定量的かつ視覚的に比較するこ
とで精度を上げた設計が進められる
と考えている。

都市整備部答 弁

の入れ替えを行い、加えて、建屋の
耐震化と耐水化も実施するため、完
了が令和15年度末になる見込みで
ある。なお、令和6年度に実施中の設
計において、できるだけ早く効果が
発現できるよう、工事工程について
も併せて検討を進めている。

　2028年まで大会を開催する契約
を締結した。開催に必要な財源を、
選手権開催基金として新たに設置
する考えを問う。

　2026年度からの3年間の世界ラ
リー選手権に係る予算措置について
は、既に令和6年9月市議会定例会に
おいて債務負担行為の議決をいた
だいていることや、現状ある基金の
残高、そして今後の財政見込みを踏
まえれば、3年間の開催費用につい
ては他の事業に影響を及ぼすことな
く、毎年度の予算において財源を確
保できる見込みであることから、新
たに基金を設置する必要はないと考
えている。

企画政策部答 弁

スクールバスイメージ

　山村地域の観光振興は、地域が稼
げる観光ビジネスを支援する「ツー
リズムとよた」、地域の魅力づくりを
進める「観光協会」及び「行政」をは
じめ観光関係者が一体となり取り組
んでいる。地域を理解し、愛着や誇り
を持つ担い手や後継者の存在が大
切であると同時に、地域に根ざし、地
域住民とともに取組を進める観光協
会の役割が重要と認識している。次
期豊田市観光実践計画の重点事業
に「組織体制の最適化」を掲げ、持続
可能な推進体制の構築を図ってい
く。

産 業 部答 弁

　既存の防火水槽への対策やその
他の消防水利の確保など、使用でき
る消防水利を今後どう確保していく
か問う。

　スクールバスの将来についてどの
ように考えているか。「来年度以降へ
向けた取組」について問う。

　運輸業界における運転手不足に
ついては重要な問題として捉え、庁
内の関係部署や運行事業者等の関
係者とも情報共有をし、契約の在り
方や運行形態等について研究して
いる。スクールバスが継続的に運行
できるように努めていく。令和7年度
に向けては、運行事業者にヒアリン
グを行った結果、無理なく車両や運
転手を確保するためには発注時期
を早めて欲しいとの意見があり、早
期発注ができるよう契約の見直しを
行う。

教 育 部答 弁

　（仮）水辺ふれあいプラザの利用
方針としては、広く市民が水辺と触
れ合い、川の自然や郷土の良さを感
じられる場として、多様な利活用を考
えている。具体的な進め方としては、
ふれあい水路を利用している小学校
の先生等の意見や地域の声をヒアリ
ングするとともに、他の類似施設の
利用状況調査を行っている。それら
を基に、当該施設の特性を生かすた
めに必要となる設備や機能をとりま
とめ、全体計画の検討を進めていく
予定である。

建 設 部答 弁

　公務員の副業を解禁する動きが
広がっている。職員の副業や兼業制
限を緩和する考えはあるか、今後の
方向性を問う。

　本市では、これまでも公務能率の
確保、職務の公正の確保、職員の品
位の保持を目的とする地方公務員
法の規定の趣旨に則り、営利企業等
への従事を制限する一方、地域貢献
活動への参加や自己研鑽を目的とし
た営利企業等への従事については、
職員のスキルアップや意識向上が見
込めることから前向きに許可を検討
してきた。今後も、認可基準を遵守し
たうえでの地域貢献活動等への参
加や自己研鑽は推奨していきたいと
考えている。

総 務 部答 弁

○一般質問の大きなテーマ（大項目）
●以下の質問に関連している項目

一般質問の小さいテーマ（中項目）
実際に質問した内容（小項目）

回答した部局名
質問に対する市の担当部局の回答会派名

議 員 氏 名 答 弁QRコードから、各議員の一般質問の
動画を見ることができます。市政を問う!!

6月一般質問 12月

核兵器禁止条約についての
考え質問

●被爆80年を迎えるに当たって
○どの子も安心して学び、育ちあうために

諸派
根 本 美 春

安全・安心を確保するため
の予算質問

○教訓から学ぶ防災への取組
○安全・安心な学校環境整備への取組
●令和7年度予算への反映

市民フォーラム
古 木 吉 昭

豊田市駅周辺整備での取組質問

●デジタルツイン活用促進の取組
市民フォーラム
武 田 一 夫

世界ラリー選手権開催基金
の設置質問

○人口減少を見据えた持続可能なまちづくり
●世界ラリー選手権の継続的な開催に向けて

自民クラブ
石 川 要 一

　山村地域にはそれぞれ町村時代
から続く観光協会が存在している。
最適な組織体制の強化に向けた考
えを問う。

観光資源の活用質問

●山村地域の産業振興
自民クラブ
松 原 一 也

大規模な自然災害に
対する今後の取組質問

●大規模な自然災害に対する消防体制の強化
自民クラブ
奥 村 峰 生

スクールバスの運行と課題質問

●子どもたちの通学環境と交通安全
自民クラブ
都 築 清 之

本市職員の副業・兼業制限
緩和に向けた取組質問

●本市職員の活躍向上に向けた取組
新しい風

中 島 竜 二

　令和７年度の当初予算編成に当た
っては、新たに策定する第9次総合
計画の推進や将来を見据えた効果
的な投資のほか、市民生活の「安全・
安心」を確保する取組を着実に進め
ていくことを掲げている。取組は、地
震・水害などの防災対策や、学校の
安全対策のほか、保健・医療・福祉、
消防、交通安全など多岐にわたるが、
市民の皆さんの命と暮らしを守るこ
とは基本的な責務であり、必要な予
算は予算案として提案していく。

市 長答 弁
　中心市街地の排水を行う中部第2
ポンプ場が耐震化・耐水化ともされ
ておらず、早急に進めるべき。中部
第2ポンプ場の更新スケジュールを
問う。

　中部第2ポンプ場の更新事業は、
令和6年度に設計を実施しており、令
和7年度から工事に着手する予定で
ある。更新工事は、豪雨に備えて施
設を稼働させながら、ポンプや設備

上下水道局答 弁

上下水道施設の浸水対策質問

●日常生活を支える上下水道施設をどう守るか
自民クラブ
福 岡 靖 純

　震災時の消防水利を確保する方
法として、既存防火水槽に対する地
震対策修繕がある。これまでは耐震
性貯水槽の新規設置を中心に地震
対策を行ってきた。今後は、既存防火
水槽の修繕を消防水利整備の主体
とするよう、計画的に地震対策修繕
を強化していく考えである。農業用
水などの自然水利や事業所が管理
する水利を利用できるように、管理
者と使用に関する覚書を締結するな
ど、防火水槽以外の水利を確保する
よう対策を講じていく。

消 防 本 部答 弁

　水辺ふれあいプラザの今後の利
用に向けどのように進めていくのか
方針および具体的な進め方を問う。

川をもっと知ってもらう
ために（親水）質問

○市民に役立つおくやみコーナー
●矢作川とともに生きる

自民クラブ
酒 井 　 斉

質問

市議会ペンギン
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● 編集：議会だより編集委員会　● 発行：豊田市議会（豊田市西町 3-60  TEL.0565-34-6665）

令和7年 2月 1日
12月市議会

名鉄学園杜若高等学校の生徒５名と議会だよ
り編集委員会の委員５名がとよた市議会だよりの読
みやすさ向上等について意見交換を行いまし

た。詳しくは、トップインフォメーショ
ンをご覧ください。

トピックス 12月

定例会号

12

豊田市議会は、古紙配合
率70％の再生紙と植物油
インキを採用しています。古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】
豊田市議会局

〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで
『市議会だより』のバックナンバーや
会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★
インターネット録画放送 http://toyota-shigikai.jp/

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわり12サブチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

http://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、
　携帯端末等でのご視聴はWi-Fi環境を
　おすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等からも
閲覧いただけます。

市議会の予定

※この冊子は、折込み「12月市議会定例会号」です。

ご意見・ご感想

3月市議会定例会は2月21日（金）開会予定です
■請願・陳情の提出期限／3月定例会で審査を希望される場合は、2月12日（水）午後５時までにご提出ください。

　１０月～１１月に、3つの常任委員会が市内の団体に対し、市議会の活動報告と関係テーマの下、意見交
換会を行いました。各団体の思いや意見を確認させていただき、今後の議会活動や市のまちづくりに生か
していきます。

市議会報告会・意見交換会を開催しました。

企画総務委員会

●開催日：10月２9日
●意見交換団体：愛知県行政書士会 豊田支部

テーマ
行政書士の活動と課題解決に向けて

産業建設委員会

●開催日：11月11日
●意見交換団体：卸売市場 場内業者

テーマ
公設卸売市場の施設更新について

環境福祉委員会

●開催日：11月13日
●意見交換団体：豊田地域医療センター

テーマ
地域リハイノベーションセンターの果たす役割

■トップインフォメーション
　　　　　　　杜若高等学校の生徒と意見交換会を開催しました︕︕　
■議案説明　条例の制定など
■議案審議結果・討論
■常任委員会　付託案件を審査
■一般質問　市政を問う︕20人の議員が質問
■トピックス　市議会報告会・意見交換会を開催しました
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名鉄学園杜若高等学校の生徒と
意見交換会を開催！！
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